
 

 

様 式 Ｃ－７－１ 
 

平成２３年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 

1. 機 関 番 号 １ ４ ６ ０ ３       2. 研究機関名     奈良先端科学技術大学院大学     

                        

3. 研 究 種 目 名     特定領域研究      4. 研究期間      平 成 23 年 度  ～  平 成  24年 度 

 

5. 課 題 番 号 2 3 0 1 2 0 3 0 

 

6. 研 究 課 題 名     根端メリステムのパターン形成シグナリング                                         

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 

8 0 2 7 3 8 5 3 
ナカジマ ケイジ 

バイオサイエンス研究科 准教授 中島 敬二 
8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 

        
  

    

        
 

    

        
  

    

        
 

    

        
  

    

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究課題では、様々な形質転換ラインを用いて、マイクロRNA (miRNA)の細胞非自律性の発現機構や発

生生物学的な意義を多角的に解析した。 

miRNAが細胞非自律的に機能するメカニズムとして、原形質連絡(PD)を介したsymplasmic経路の関与が

考えられる。最近の研究により、PDの透過性がcalloseの蓄積量で制御されることが明らかになりつつあ

る。そこで変異型callose合成酵素遺伝子を根の内皮細胞で誘導的に発現させることでPDの透過性を阻害

したところ、内皮由来のmiR165による中心柱での発現抑制機能が低下することが明らかとなった。この結

果は、miR165自体がPDを通って細胞間移行していることを強く示唆している。 

また、miR165を根の細胞層特異的かつDEX依存的に誘導発現させる系を用いて、miR165の細胞非自律性

に組織特異性が見られるかを調べた。その結果、miR165は根の内皮のみならず、中心柱や根冠などで特異

的に発現させた場合でも、周囲の細胞に対して細胞非自律的に機能することが明らかとなった。この結果

は、miR165の細胞間移行には内皮細胞に特異的な因子は関与しないことを示している。 

さらにMIR165/166ファミリーの全9遺伝子と、他のMIR遺伝子についても内皮細胞特異的な誘導発現シス

テムを用いて細胞非自律性を解析した。その結果、MIR165/166のみならず、MIR319AやMIR171Aも根端メリ

ステムにおいて細胞非自律的に機能することが明らかとなった。                                                                                    
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）①当初の計画以上に進展している。 
（理由）根端メリステムや胚において、miRNA165/16 が原形質連絡を通って、自由に細胞間を移行し得ることが明

らかになった。また miRNA の細胞間移行は、miRNA165/166 に限らず、他の miRNA 分子でも普遍的にみられるこ

とが明らかとなった。これは、植物の発生制御における miRNA の機能についてのこれまでの考え方を大きく改訂す

る重要な発見である。 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
今年度の研究成果から、シロイヌナズナの根や胚において、様々なマイクロＲＮＡが原形質連絡を通って
比較的自由に細胞間移行していることが強く示唆される。これらの結果は、マイクロＲＮＡを介した植物

の発生制御についての従来の考え方を大きく転換するものであり、マイクロＲＮＡの細胞非自律性が器官
分化や組織パターンの形成に機能している事例が他にも存在する可能性を検証する必要がある。 

 
13．研究発表（平成２３年度の研究成果） 
  
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Plant Signaling & Behavior 有 6 2 0 1 1 1954-1958 
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Plant RNA Workshop 2011年6月20日 理化学研究所 
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The Arabidopsis RWP-RK transcription factor RKD4 regulates embryonic 
pattern formation upstream of the auxin-dependent organogenesis. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第53回日本植物生理学会年会 2012年3月17日 京都産業大学 
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14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://bsw3.naist.jp/hashimoto/?page=129 

 
 
 


